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コラーゲンは高分子圧電体である [1]．そして，生体内に普遍的に存在し，生体内で体の一部と
して機能し続けることができる生体親和材料である．また，皮革製品の主成分であることからし
なやかで高強度で，環境中では生分解性も高い．よって，生体中にも環境中にも導入できる発電，
センサ，駆動素子として，生体内埋め込み機器や，生体や環境中で動作するナノ・マイクロマシン
の主要部品としての応用が期待される．
従来，配向性が高く，安定した品質のコラーゲン材料の成形技術は限られていたが，電気化学
法 [2]やリオトロピック液晶 [3]などの成形技術をマイクロサイズにスケールダウンすることで，
１次構造としてのワイヤ，およびシート状のマイクロ構造体を作ることにそれぞれ成功した．本
材料をそのままマイクロ材料として活用することも可能であるし，紡糸，積層することによって
ボトムアップ式にバルク材料を連続生産することも可能である．本発表では，
（１）マイクロ材料の作成方法を提案する: ワイヤ材はコラーゲン溶液に電圧を加えるという非
常に簡便な方法で配向性が高い線維材料の創生が可能である．また，シート材も高濃度溶液を空
間的に高速することで作成可能である．これらのμ構造体作成技術は，コラーゲンのみならず水
に可溶な多くの物質に対しても適用可能な点も本手法の大きな利点である
（２）本材料から検出された圧電性と材料の形状との関連を報告する:
得られたワイヤ材，シー ト材は周期的な構造，粒状構造を持っており，

（３）作成したμ材料の非破壊試験技術を提案する
:
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図 1: コラーゲン圧電ワイヤ
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図 2: コラーゲン圧電シート

これらの構造と圧電性の間に関連が見られた．

第２高調波発生立体配向顕微鏡（Second harmonic Generation: SHG）
を用いることにより，コラーゲン材料の配向性，圧電性，応力分布を
計測した．
図１，２に作成されたコラーゲン材料とその配向特性及び圧電性の
測定結果を示す．
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